
 

令和 2 年度 学科 AO 入試 総合考査 問題用紙【スポーツライフマネジメント学科】 

試験時間：６０分 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

問１．スポーツのビッグイベントを前に、人々をスポーツ参加へ促すためにはどのような取り組みが考

えられるか。資料 1を読んで〔1〕の対象を選定し、〔2〕と〔3〕から一つずつ選び述べなさい。 

 

〔1〕施策の対象：1全体 2 子供 3 ビジネスパーソン  4 高齢者  5 女性  6 障害者 

     対象の選定にあたっては、複数選定してもよい。 

（例）「ビジネスパーソンの女性」や「子供の障害者」等。 

 

〔2〕施策の段階  1 スポーツをする気にさせる施策  

         2 スポーツをするために必要な施策  

         3 スポーツを習慣化させるための施策  

 

〔3〕施策に取り組むべき主体  

         1 国(政府) 2 地方自治体    3 産業界(企業・スポーツ産業) 

          4 スポーツ団体    5 医療福祉関係者     6 学校   

 

 

 

問２．中学校教師の働きすぎが問題となったが、このことについて「学校と地域」の視点から、今後ど

のような対策が考えられるか。資料 2、資料 3 を参考に、あなたなりの解決策について述べなさ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜資料 1＞ 

 

2019年の「ラグビーワールドカップ 2019」を皮切りに、2020年「東京オリンピック・パラリンピック」、翌年

2021 年には「ワールドマスターズゲームズ 2021 関西」が日本で開催される。「ゴールデン・スポーツイヤ

ーズ」とも称されるまたとない機会である。大会の盛り上げとともに、一人一人が望むかたちでスポーツを 

「する」「みる」「ささえる」ことの楽しさについて発信し、自らもスポーツを楽しむという意識改革につなげて

いくことが望まれる。  

「スポーツ実施率向上のための行動計画」（平成 30 年 9 月）では、一人でも多くの方がスポーツに親し

む社会の実現を目的とし、生活の中に自然とスポーツが取り込まれている「スポーツ・イン・ライフ」(生活

の中にスポーツを)という姿を目指している。そのためには、スポーツ実施率が上がらない女性、スポーツ

未実施者などへのアプローチが必須となる。 

 

出典：「スポーツ実施率向上のための行動計画」より一部抜粋、スポーツ庁健康スポーツ課、 

平成 30 年 9 月 6 日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜資料 2＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資料 3＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：教員勤務実態調査（平成 28年度）、文部科学省、平成 30年 9月 27 日 


